
○主な感染症の発生件数（合計） 552件

○主な感染症の種別発生ランク

※ 　地域別発生件数：１定点あたりの発症件数に換算

○考 察
主な感染症の発生件数は昨年度（５５０件）とほぼ同数となりましたが、病原体としては寄生虫によ
るものが増加し、また地域では乙訓地域の割合が最多となりました。動物の種類では、昨年度は犬が
半数以上を占めていましたが、今年度は新型コロナウィルス感染症が影響しているのか、外出自粛に
伴い室内で飼育できるペットの飼い主増加により、猫が占める割合が増加したと思われます。
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【主な動物感染症】

件数 成犬 幼犬 件数 成猫 幼猫

狂 犬 病 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0

オウム病 0

0 0 0 0 0 0 0 0

結　　核 0

ブルセラ症 0

レプトスピラ症 0

3 1 2 3 3 6

パスツレラ症 0

エルシニア菌症 0

3 1 2 3 0 3 0 6

ランブル鞭毛虫 49 10 36 7 1 5 56

トキソプラズマ症 0

49 10 36 7 1 5 0 56

皮膚糸状菌症 23 17 6 70 32 33 5 98

マラセチア症(耳介のみの発症は除く) 119 109 1 119

142 126 7 70 32 33 5 217

マンソン裂頭条虫 1 1 54 33 19 55

エキノコックス 1 1 1

回 虫 症 45 4 40 147 30 113 192

東洋眼虫 0

鉤 虫 症 3 3 5 3 2 8

顎 口 虫 0

疥癬症(耳疥癬症を含まない） 11 8 3 6 2 3 17

60 13 46 213 69 137 0 273

254 150 91 293 102 178 5 552
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動物における人と動物の共通感染症月別発生推移  （令和２年度）
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